




（参考）個別業績の概要

　(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第１四半期の個別業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日）

（１）個別経営成績（累計） (％表示は、対前年同四半期増減率)
　

売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第１四半期 27,810 3.5 1,782 21.6 1,525 4.7 1,314 1.2

28年３月期第１四半期 26,875 6.8 1,465 147.4 1,456 178.2 1,298 176.1

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第１四半期 6. 83 ―

28年３月期第１四半期 8. 89 6. 75

　

（２）個別財政状態
　

総 資 産 純 資 産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年３月期第１四半期 90,839 22,612 24.9

28年３月期 90,453 21,831 24.1
　

(参考) 自己資本 29年３月期第１四半期 22,612百万円 28年３月期 21,831百万円

２．平成29年３月期の個別業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
　

売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 58,000 6.8 2,400 △11.1 2,300 △0.6 1,900 △6.9 9. 87

通 期 121,000 2.1 4,600 △24.5 4,300 △21.8 3,700 △34.6 19. 22
　
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益は高水準を維持し、人手不足を背景に雇用・所得

環境が改善する一方で、依然個人消費は伸び悩み、また海外の政情不安等から金融市場が不安定化し、円高・株

安が進行するなど、景気の先行き不透明感が高まりました。

国内建設市場におきましては、民間建設投資は、住宅投資・設備投資とも堅調に推移しており、政府建設投資

も、復興関連・インフラ整備を中心として、一定規模の公共事業が見込まれる情勢において、一方では、技術

者・技能労働者の需給状況及び資材費の価格動向等は、今後も引き続き注視すべき状況となっております。

このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は278億円（前年同四半

期連結累計期間比0.7％増）、営業利益は17億円（前年同四半期連結累計期間比14.5％増）、経常利益は14億円

（前年同四半期連結累計期間比1.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億円（前年同四半期連結累計

期間比4.6％減）となりました。

なお、当社グループの売上高は、下半期、特に第４四半期連結会計期間に集中する傾向があることから、業績

に季節的変動があります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に対し、資産は現金預金及び有価証券の増加並

びに受取手形・完成工事未収入金等の減少等により51百万円の増加、負債は未成工事受入金及び預り金の増加並

びに支払手形・工事未払金等の減少等により７億円の減少、純資産は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上

等により７億円の増加となり、総資産は915億円となりました。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末に対し0.8ポイント増加し、24.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成28年５月13日公表予想値を変

更しております。詳細は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

今後、修正の必要性が生じた場合は、適時かつ適切に開示してまいります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、

軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 14,670 19,945

受取手形・完成工事未収入金等 46,324 37,820

有価証券 - 5,600

未成工事支出金等 1,482 1,900

その他 8,620 6,198

貸倒引当金 △56 △42

流動資産合計 71,041 71,422

固定資産

有形固定資産 13,969 13,885

無形固定資産 291 267

投資その他の資産

その他 6,543 6,281

貸倒引当金 △398 △356

投資その他の資産合計 6,144 5,925

固定資産合計 20,405 20,077

繰延資産 8 7

資産合計 91,455 91,507
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 36,674 34,886

未成工事受入金 5,557 6,429

預り金 11,318 12,798

完成工事補償引当金 201 202

工事損失引当金 398 321

その他 2,019 1,072

流動負債合計 56,169 55,712

固定負債

長期借入金 10,000 10,000

環境対策引当金 32 32

退職給付に係る負債 2,885 2,668

その他 405 357

固定負債合計 13,323 13,057

負債合計 69,493 68,769

純資産の部

株主資本

資本金 5,519 5,519

資本剰余金 6,248 6,248

利益剰余金 9,969 10,875

自己株式 △443 △443

株主資本合計 21,293 22,199

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 974 825

為替換算調整勘定 7 6

退職給付に係る調整累計額 △317 △298

その他の包括利益累計額合計 664 533

非支配株主持分 4 4

純資産合計 21,962 22,737

負債純資産合計 91,455 91,507
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高

完成工事高 27,407 27,592

開発事業等売上高 228 245

売上高合計 27,635 27,837

売上原価

完成工事原価 24,708 24,529

開発事業等売上原価 145 161

売上原価合計 24,854 24,690

売上総利益

完成工事総利益 2,698 3,063

開発事業等総利益 82 84

売上総利益合計 2,780 3,147

販売費及び一般管理費 1,248 1,392

営業利益 1,532 1,754

営業外収益

受取配当金 14 16

為替差益 54 -

その他 13 3

営業外収益合計 82 20

営業外費用

為替差損 - 178

その他 93 101

営業外費用合計 93 279

経常利益 1,521 1,495

特別利益

固定資産売却益 0 0

ゴルフ会員権売却益 - 0

その他 0 -

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産売却損 0 -

固定資産除却損 0 1

その他 - 0

特別損失合計 0 2

税金等調整前四半期純利益 1,521 1,493

法人税、住民税及び事業税 168 129

法人税等調整額 - 72

法人税等合計 168 202

四半期純利益 1,353 1,291

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,353 1,291
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 1,353 1,291

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 54 △148

為替換算調整勘定 △1 △1

退職給付に係る調整額 △37 18

その他の包括利益合計 15 △131

四半期包括利益 1,368 1,159

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,369 1,160

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）個別受注実績
（単位：百万円）

区 分

前第１四半期累計期間

(自 平成27年４月１日

　至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間

(自 平成28年４月１日

　至 平成28年６月30日)

比較増減 増減率

建
設
事
業

土
木

国内官公庁 3,661 ( 16.3%) 8,767 ( 32.0%) 5,105 139.4%

国内民間 2,856 ( 12.7%) 319 ( 1.2%) △ 2,537 △ 88.8%

海 外 48 ( 0.2%) 5,404 ( 19.7%) 5,355 ― %

計 6,566 ( 29.2%) 14,491 ( 52.9%) 7,924 120.7%

建
築

国内官公庁 2,174 ( 9.7%) 3,044 ( 11.1%) 870 40.0%

国内民間 10,554 ( 46.9%) 7,413 ( 27.0%) △ 3,141 △ 29.8%

海 外 2,978 ( 13.2%) 2,211 ( 8.1%) △ 766 △ 25.7%

計 15,707 ( 69.8%) 12,670 ( 46.2%) △ 3,037 △ 19.3%

合
計

国内官公庁 5,836 ( 26.0%) 11,812 ( 43.1%) 5,975 102.4%

国内民間 13,411 ( 59.6%) 7,732 ( 28.2%) △ 5,678 △ 42.3%

海 外 3,026 ( 13.4%) 7,616 ( 27.8%) 4,589 151.6%

計 22,274 ( 99.0%) 27,161 ( 99.1%) 4,886 21.9%

開発事業等 228 ( 1.0%) 246 ( 0.9%) 17 7.7%

合計 22,503 ( 100.0%) 27,407 ( 100.0%) 4,904 21.8%

(注) （ ）内の％表示は、構成比率を示している。

（２）個別受注予想
（単位：百万円）

区 分
平成28年３月期

通期実績
平成29年３月期

通期予想
比較増減 増減率

建
設
事
業

土木 61,554 68,000 6,445 10.5%

建築 51,216 50,000 △ 1,216 △ 2.4%

計 112,770 118,000 5,229 4.6%

開発事業等 1,019 2,000 980 96.2%

合計 113,790 120,000 6,209 5.5%

　

［個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報］

当第１四半期累計期間の個別受注実績につきましては、土木事業は、前年同四半期累計期間比で120.7％増の144

億円となりました。建築事業は、前年同四半期累計期間比で19.3％減の126億円となりました。

なお、通期の個別受注予想につきましては、第１四半期累計期間の実績に今後の案件状況を勘案して、期首の予

想から土木事業を30億円増額しております。
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